
教員名 吉永 直樹 准教授 研究場所 生研 研究分野 自然言語処理・計算言語学

ことばを速く、正しく「計算」する
人は言語を用いて考え、社会での体験を記録し、他人に伝えることができます。本研究室では、人が紡ぐ膨大な
言葉からその心と社会の動きを読み解き、さらに人が行う様々な言語活動を代替・支援することを目指して、言葉
を速く、正しく「計算」する工学的研究（自然言語処理）に取り組んでいます。最速かつ最高精度の言語処理モデル
を追求することが、ときに確率的に、ときに規則正しく振る舞う、自然現象としての言語の「かたち」に迫る
理学的研究（計算言語学）、究極的には人間の知能の働きの解明に繋がると考えています。

http://www.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/~ynaga/

膨大で多様な言語情報を超高速に読み解く
個人がマイクロブログなどから発信する実世界の
情報（ソーシャルビッグデータ）は膨大であり、質
や量が動的（時間的）に変化します。そこで、従来の
機械学習に基づく言語処理技術の処理速度の限界を
超えるべく、計算機科学的なアプローチを駆使して
世界最速の基礎解析技術を開発しています。具体的
には、言語情報の冗長性に着目し適応的に加速する
分類器や、秒速 1,000,000 文の基礎解析技術を開発
しています。さらに、テキストから即時的に新事物
の出現や消滅を検知する手法なども開発しています。
これらの技術を基に構築したソーシャルビッグ
データ解析基盤は、東日本大震災のような災害時の
災害状況の把握やコロナ禍における世論の分析など、
様々な社会分析に活用されています。
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人のように空気を読んで正確に言語を操る
ことばの意味は、誰が、いつ、どこで、誰に対して
用いたかによって変わりますが、機械学習を用いた
言語処理のためのベンチマークデータセットは多く
の場合、テキストを部分的に切り出したもので、不完
全な問題設定となっています。そこで、言語の運用
状況を考慮した実際的な問題設定で、対話システム
や機械翻訳を中心とした多様な言語処理応用の研究
に取り組んでいます。具体的には、周辺文脈や時間
情報、また言語話者を考慮した言語理解や言語生成
の研究を行っています。
現在は静的な機械学習モデルの限界を超えるべく、
不足する知識を自律的に収集して参照する深層学習
モデルや、言語話者など多様な視点を考慮に入れた
言語生成モデルの自動評価の研究を進めています。
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我々の研究室では、自然言語処理・計算言語学分野においてトピックの制限なく研究を行っており、学生は
主体的かつ自由に研究テーマを設定することができます（期待されてもいます）。陳腐化したベンチマーク上
の精度を主に追求する旧来の研究に留まらず、新たな研究課題を生み出す意欲のある方の参加を歓迎します。
また、生研内の豊田研究室や合田研究室とは、従来より密接に連携して研究室を運営しており、研究環境

（データ、計算機、学生部屋など）を共用しています。そのため、多様な観点から研究に関するフィードバック
をもらえ、従来の自然言語処理の枠に留まらない、スケール感のある分野横断的な研究を行うこともできます。

質問や見学の希望などありましたら、気軽に吉永 (ynaga@iis.u-tokyo.ac.jp) までご連絡ください。

http://www.tkl.iis.u-tokyo.ac.jp/~ynaga/

